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- 1 -

六
月
一
日
（
金
）

灰
色
の
雲
が
圧
し
か
か
っ
て
く
る
。

い
つ
も
の
猫
が
い
な
い
。

私
は
コ
ン
ビ
ニ
で
オ
レ
ン
ジ
―
ナ
を
買
っ
て
飲
ん
だ
。
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六
月
二
日
（
土
）

沢
蟹
の
蟹
味
噌
ほ
ど
に
も
気
に
し
て
い
な
い
。

何
を
？

何
も
。



- 3 -

六
月
三
日
（
日
）

晴
れ
。
鎌
倉
へ
。

干
物
を
買
う
。

内
臓
を
抜
か
れ
、
切
り
開
か
れ
た
魚
た
ち
。

大
仏
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
誰
が
買
う
の
だ
ろ
う
か
。
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六
月
四
日
（
月
）

午
前
三
時
に
目
が
覚
め
る
。

き
っ
と
昼
は
眠
く
な
る
だ
ろ
う
。

「
そ
し
て
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
お
前
は
、
安
ら
か
に
死
に
た
く
な
る
」。
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六
月
五
日
（
火
）

薬
が
増
え
た
せ
い
で
、
胃
が
も
た
れ
る
。

生
唾
が
止
ま
ら
な
い
。

海
の
中
を
思
い
出
し
た
。

一
面
の
ヒ
ト
デ
。
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六
月
六
日
（
水
）

生
き
る
、
と
い
う
こ
と
。

路
傍
に
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
の
花
が
咲
い
て
い
た
。
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六
月
七
日
（
木
）

美
し
い
見
知
ら
ぬ
人
に
睨
ま
れ
た
。

私
は
た
ま
ら
ず
目
を
逸
ら
し
た
。

空
を
見
上
げ
る
フ
リ
を
し
た
。

雨
が
降
り
そ
う
な
気
配
だ
っ
た
。
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六
月
八
日
（
金
）

目
を
閉
じ
、
息
を
止
め
る
。

こ
れ
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
か
？

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
？
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六
月
九
日
（
土
）

ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
、
世
界
で
一
番
死
ん
だ
男
。

お
前
は
い
つ
も
躍
動
し
て
い
る
。

怖
く
な
い
の
か
？
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六
月
十
日
（
日
）

私
が
嘘
を
つ
い
て
も
、
誰
も
傷
つ
か
な
い
。

傷
つ
け
ら
れ
な
い
。

公
園
の
芝
生
で
小
さ
な
子
供
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
の
が
見
え
る
。
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六
月
十
一
日
（
月
）

会
社
に
は
色
ん
な
人
が
い
る
。

み
ん
な
同
じ
よ
う
な
気
も
す
る
。
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六
月
十
二
日
（
火
）

私
の
日
記
の
日
付
に
は
、
何
の
意
味
も
な
い
。

毎
日
同
じ
薬
を
飲
む
だ
け
な
ん
だ
。
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六
月
十
三
日
（
水
）

実
名
。

人
間
、
歳
を
と
れ
ば
汚
れ
て
く
る
も
の
だ
。

老
人
は
口
が
硬
い
。
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六
月
十
四
日
（
木
）

ツ
ツ
ジ
の
花
の
咲
き
っ
ぷ
り
に
は
節
操
が
な
い
。

こ
れ
み
よ
が
し
に
。

も
う
、
う
ん
ざ
り
だ
。
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六
月
十
五
日
（
金
）

ど
こ
か
ら
か
、
ス
ピ
ッ
ツ
の
「
チ
ェ
リ
ー
」
が
流
れ
て
い
る
。

「
君
を
忘
れ
な
い
」

私
は
君
を
忘
れ
た
い
。
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六
月
十
六
日
（
土
）

今
日
、
誰
か
が
死
ぬ
。

明
日
も
。

明
後
日
も
。

私
に
は
悼
む
こ
と
も
で
き
な
い
。
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六
月
十
七
日
（
日
）

若
い
頃
に
一
度
だ
け
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
ん
な
、
晴
れ
わ
た
っ
た
幸
せ
そ
う
な
日
曜
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
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六
月
十
八
日
（
月
）

も
さ
も
さ
に
な
っ
て
い
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
刈
ら
れ
て
い
た
。

ど
う
し
て
刈
る
？

私
は
毎
年
、
憤
り
を
覚
え
る
。
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六
月
十
九
日
（
火
）

い
と
し
い
と
思
え
る
い
の
ち
は
、
い
つ
も
自
分
以
外
の
い
の
ち
だ
。

が
ん
ば
れ
、
い
の
ち
。
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六
月
二
十
日
（
水
）

バ
ス
に
乗
っ
た
ら
、
も
し
小
沢
一
郎
に
パ
ー
マ
を
あ
て
た
ら
か
く
あ
ろ
う
、
と
い
う
お
ば

さ
ん
が
座
っ
て
い
た
。

私
は
な
ぜ
か
得
し
た
気
分
に
な
っ
た
。
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六
月
二
十
一
日
（
木
）

ち
か
ご
ろ
就
寝
時
に
な
る
と
、
な
ぜ
か
生
唾
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。

私
は
毎
晩
コ
ッ
プ
を
布
団
の
脇
に
置
き
、
せ
っ
せ
と
生
唾
を
吐
き
出
す
。

誤
っ
て
飲
み
込
む
と
胃
が
む
か
む
か
す
る
。

今
日
も
そ
ん
な
憂
鬱
な
夜
が
来
る
。
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六
月
二
十
二
日
（
金
）

「
花
金
」
と
い
う
言
葉
が
、
か
つ
て
あ
っ
た
。

今
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
私
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
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六
月
二
十
三
日
（
土
）

道
に
十
円
玉
が
落
ち
て
い
た
。

私
は
素
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
そ
れ
と
な
く
辺
り
を
見
ま
わ
し
、
さ
っ
と
拾
い
上
げ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
私
は
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
。
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六
月
二
十
四
日
（
日
）

六
月
二
十
四
日
は
特
別
な
日
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
一
年
で
六
月
二
十
四
日
は
こ
の
日
し
か
な
い
か
ら
だ
。

昔
を
思
い
出
し
、
悲
し
く
な
る
。
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六
月
二
十
五
日
（
月
）

給
料
日
。

だ
か
ら
な
ん
だ
と
い
う
の
だ
。

野
良
猫
は
そ
う
言
っ
て
い
る
。
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六
月
二
十
六
日
（
火
）

斬
首
さ
れ
た
罪
人
が
自
分
の
首
を
持
っ
て
歩
き
出
す
、
と
い
う
伝
説
は
世
界
各
地
に
あ
る
。

座
敷
か
ら
く
り
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
私
は
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

恐
怖
と
滑
稽
は
相
性
が
い
い
。
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六
月
二
十
七
日
（
水
）

物
凄
く
太
っ
た
人
を
見
か
け
た
。

力
士
な
ん
て
目
じ
ゃ
な
い
。

で
、
棺
桶
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
？
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六
月
二
十
八
日
（
木
）

香
典
返
し
に
お
茶
と
羊
羹
を
も
ら
っ
た
。

私
は
改
め
て
思
っ
た
。

ど
う
し
て
親
族
が
亡
く
な
る
と
い
う
不
幸
に
遭
っ
た
人
に
お
金
を
あ
げ
る
の
だ
ろ
う
か
？

さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
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六
月
二
十
九
日
（
金
）

帰
宅
後
、
ネ
ッ
ト
で
株
の
予
約
注
文
を
出
し
た
。

五
分
後
に
、
や
っ
ぱ
り
と
注
文
を
取
り
消
し
た
。

す
っ
き
り
し
た
。
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六
月
三
十
日
（
土
）

さ
よ
う
な
ら
、
何
も
な
か
っ
た
、
私
の
六
月
！


